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☆ 司会進行  SAA – 北垣 剛 君 

＜ゲスト＞ 
＊NPO 法人フードバンク和歌山 古賀敬教 様 

 
 

会長 小池佳史 君 

古賀さん卓話宜しくお願いします。 

先日、敬老の日に御坊市文化会館で御坊市と社会福祉協

議会主催の式典に出席してきました。 

紀州新聞と日高新報によく載っている１００歳を祝おうという

ことで御坊市長と社会福祉協議会の理事長が挨拶に行く写真

をよく見かけますが、御坊にも１００歳以上の方がたくさんおら

れます。今８０歳以上が１０人に１人、日本の国民に対して１割

となり高齢社会となってきています。現在の御坊小学校の一年

生は３０名を切っているそうです。私たちの代昭和２８年生まれ

でいうと人数が少ないと当時は言われましたが、８クラスで３５０

名でした。全校生徒は２，４００～２，５００人と御坊小学校の生

徒数がピークだったそうです。 

当時の上級生、昭和２２年生まれは団塊の世代で１５クラス

で１クラス６０名、教室内に生徒が入れず廊下で授業を受けて

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   幹事 東本慎司 君 

○例会休会 

 ＊有田 RC １０月１２日（木） 

 ＊有田南 RC １０月１７日（火） 

○国際ロータリー第２６４０地区２０２３―２０２４年度地区大会、

国際大会のお知らせが来ています。９月３０日まで出欠の記

入お願いします。 

○本日例会終了後に理事会を行います。 

 

   
【米山奨学記念委員会】 細川幸三 君 

９月１０日に米山委員長とカウンセラー会議に行ってきました。

各クラブからの寄付金が発表されました。御坊東RCは６７地区

の上から４番目という好成績でちょっと胸を張ってきました。 

これは個人の現金寄付額が上から４番目ということです。地

区でいうと３４地区ございまして、大阪南和歌山県の２６４０地区

が１３番目です。平均額は１５，７７０円、なんと私たちは２万円

越えです。 

もうまもなく１０万円、功労者 

に届きそうな方がおられます 

ので、またよろしくお願いし 

ます。 

９月に奨学生が帰国する 

ということでお休みしていま 

したが、１０月の例会１８日と 

２５日にオユンダリさんが来ま 

すのでよろしくお願いします。 

 

  SAA  北垣 剛 君 

◇東本慎司 君 古賀様、本日よろしくお願いします。 

◇細川幸三 君  〃 

◇山本敦弘 君  〃 

 

 ｢こども食堂の 

取り組みについて｣ 

 NPO 法人フードバンク和歌山 古賀敬教 様 

こども食堂とは、子供が一人でいける無料又は定額の食堂

となっております。民間発の自主的・自発的な取り組みです。

子供や親、地域の方に対して栄養のある食事や暖かな団らん

の場を提供するコミュニティーであって、そのコミュニティーの

中で子供が安心して過ごせる場所を提供できる場です。 

豊かな食育や地域交流の場づくり、こども食堂以外への参

加架け橋になれればと開催しております。 

全国の数ですが、２０１２年は少なかったんですけど、昨年

時点で７，３６３と数が増えています。和歌山県内でも５３か所ご

ざいます。御坊日高郡内ですと３団体が活動しております。こ

ども食堂の対象者は限定されていないのと開催回数頻度、場

所も限定されていませんので公民館だったり又主催者の自宅

で開催している団体もございます。 

当団体こども食堂は、２０１６年９月から開始（毎月第 2・第 4

日曜日・・・１７時～１９時）、２０１７年２月から増設（毎週土曜

日・・・１２時～１３時）、２０２０年４月から増設（学校長期休暇期

間の平日・・・１２時～１３時）、２０２０年５月と２０２２年２月（緊急

事態宣言、蔓延防止宣言等）（参加されていた方への弁当配

布）と活動しております。 

幹 事 報 告 

委員会報告 

ニ コ ニ コ 箱 

本日のプログラム 

会 長 報 告 



 

ROTARY CLUB SONG 

君 が 代 
４ つ の テ ス ト  

なし

出席率会員数 欠席者 出席者

9月6日 の修正出席率

13名 3名 10名 76.9%

「地域食堂」「みんなの食堂」という名称のところもあります。 

こども食堂の目的 

・おなかをすかせた子どもへの食事提供 

・孤食の解消 

・滋味豊かな食材による食育 

・地域交流の場づくり 

・参加者への更なる支援への架け橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貧困問題（子どもの進学率） 

全世帯の子供の現役大学等進学率  ７３.０% 

生活保護世帯の大学等進学率    ３５.３% 

ひとり親家庭の大学等進学率    ５８.５% 

児童養護施設の高校卒業後進学率  ２７.１% 

フードバンク活動の実績 

2020 年度 寄贈食品量・・・約 24.91 トン 

寄贈食品の配布実績・・・約 21.78 トン 

2021 年度 寄贈食品量・・・約 23.4 トン 

寄贈食品の配布実績・・・約 21.7 トン 

2022 年度 寄贈食品量・・・約 21.9 トン 

寄贈食品の配布実績・・・約 20.5 トン 

子どもの貧困と社会的損失 

子どもの貧困の問題は、 

一人ひとりの子ども将来の可能性を摘みかねない問題と考 

えています。 

それだけではなく、少子化による人口減少と同時進行すること 

で国や地域の未来に深刻な影響を及ぼすと考えています。 

 

子どもの貧困と社会的損失 

子供の貧困対策の放置 ＝ 「社会の損失」 

子供の貧困対策の推進 ＝ 「未来への投資」 

国や地域にとって最大の資源である「人」特に未来をつくる 

力である子供を「地域の力で」育んでいくことが重要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  幹事 東本慎司 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告 

次回例会のご案内 

★10/25 例会は 

月見例会です 

 (時間場所、未定) 
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